
第９７回草津市障害児(者)自立支援協議会研修会（令和６年度）                      

         日時：令和７年１月２４日（金）午前 9：30～11：30 

              場所：草津市役所２階 特大会議室 
 

 

開会  (9：30～) 

 

   

研修会 

テーマ  『障害のある人への合理的配慮ってどんなこと？』 

（１） お話 

『皆さんは障害者へ合理的配慮としてどんなことに注意していますか？』 

   講師 滋賀県健康医療福祉部 

障害福祉課共生推進係   瀬戸野 喜雄様 

 

⑵ 擬似体験  『障害者の困り感を体験してみる』 

      草津市出前講座「合理的配慮の提供について」 

 

知的・発達障がい者 擬似体験啓発キャラバン隊 

びわこ☆めだか隊 

  

⑶ グループトーク 
 

 

 

閉会  （11：30頃） 

 

（今後の開催案内） 

令和６年度 今後の草津市障害児(者)自立支援協議会の日程   

① 令和７年 3月 21日（金）9：30～11：30（定例会議） 草津市役所２階 特大会議室 

○活動報告とトピックス（予定）「草津市の拠点整備に向けて（案）」 

 

 



草津市障害児（者）自立支援
協議会研修

(令和７年（2025年）1月２４日（金）)

講師の自己紹介
京都府庁で長年仕事をしていました。
児童相談所で通算９年（児童福祉司５年、一時保護所長４年）
知的障害児施設の直接処遇職員２年を経て社会福祉関係の職場
に従事。
退職してから宇治市の民間保育園長を８年そのとき保育士資格取得。
（４回目受験）。 社会福祉士は児童相談所勤務歴5年以上で受験
資格があったとき最初に受験し、退職して民間保育園園長就任の１年
目でやっと合格しました。（受験３回目）
保育園退職後京都府の差別解消相談員を経て、昨年度から 縁あって
滋賀県差別解消相談員を拝命しています。
児童相談所の児童福祉司の仕事をしているとき「福祉」とは「つながりの
水平化」 どんな場面でも常に「学ぶ」ことが大切であることを知りました。
※「賢者モ来リテア遊ブベシ」田村一二著 Ｐ58～59参照
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障がいのある人に対する
合理的配慮の提供

を共に考えましょう！！

障害者権利条約は2006 年（平成18年）に国連で採択さ
れ、我が国も2014年に批准しました。
障害者差別解消法は2013（平成25）年に成立し、2016
年（平成26年）に施行されました。
それから約１０年近くたちましたが、障害のある人に対
する合理的配慮の提供についての相談は依然
としてなくなりません。
そして本年度、2024年（令和６年）から事業者の合理
的配慮の提供が義務となりました。
本日は障害のある人の支援に携わっておられるみなさん
と一緒に合理的配慮の提供について、改めて
考えたいと思います。
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まずはじめに
「ものの見方」
「考え方」について。
考えてみましょう！

今からお話しをすることは、
支援を行う際には、いろんな見方、いろんな視点が大切では
ないかと思います。
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この絵をみてください！
何がみえますか？

左には木が2本。右には柳のような木。遠くに船のよう
なものが浮かんでいるのが見えますか。
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帽子をかぶった人が

分かりますか？。

右の木と木の間に目をやると、「人が腕を組んでいる」
ように見えます。でも、そういわれないと見えませんね。
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この絵はどのように見えますか？

左の絵は馬と他の動物がいます。右の絵には人物が２人
いるのが見えますか。
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カエルがいました。

左の絵は馬ですが、９０度回転すると、カエルに見えま
すね。
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娘さんとお婆さんが分かりますか？

右の絵（真ん中の絵）は人の顔に見えます。左半分の絵
は出ているところに
焦点をあてると人の鼻で娘さんに見えます。
ところが、右のほうに焦点移動すると、お婆さんの目に
なり、
口が首（ネックレス）のとこになります。
このように、焦点をどこに合わすかで、見えるものが
違ってきます。
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9

とある裁判所での会話です

裁判官Ａ：「被告の少年は、３年前に実の父親
を刺しました。」

裁判官Ｂ：「え～っ？で父親はどうなりました。」
裁判官Ａ：「刃先が心臓に！亡くなりました。」
裁判官Ｂ：「なんてことを・・・・・」
裁判官Ａ：「ここだけの話しですが、その少年は

実は私の息子なんです。」

これはとある裁判所で裁判官同士の話しです。
このやりとりをどう思いますか。
裁判官Ａと被告の少年の関係はどう思いますか？
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このやり取りを、
どう思いましたか ？

裁判官Ａと少年の関係は
どう思いましたか？

パンネルのとおりです。
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裁判官Ａは少年の（母親）です。

裁判官は（男（父親））と思いこん

でいませんか？

パネルのとおりです。
他にもいろんな考え方あるかもしれません。
亡くなった父親のあと母親が再婚して、その夫と
息子が養子縁組をした。なども考えられます。
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12

これまでのことで
① 人はそれぞれで見方が違うこと。
② それは、それまでの人生で経験したこと
をベースにモノを見ていること。

③ しかし、見方や視点を教えてもらうと、
そのように見えます。

人はそれぞれで思うことが違います。これまでの人生で
見たことが
ないもの、考えたことがないこにとは思い至りません。
しかし、「このように見えませんか」言われるとそのよ
うに見えます。
また、「こんな考え方があるます」といわれるとそのよ
うに考えること
ができます。
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「人権」と
「差別（合理的配慮の不提供）」
について考えましょう！！

人権も同じです。
これまで「人権」について学んできたことがベースに
なっています。
「差別」も「合理的配慮」に対す考え方も同じです。
本日の話しはこれまでのことを少し横に置いて聞いてく
ださい。
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14

「人権」は
「人が人として、社会の中で自由に考え、自
由に行動し、
幸福に暮らせる権利」で、
「人が生まれながらにもっているもの」
（憲法第１１条で 基本的人権が規定）
「権利」は
「人が人らしく生きるための要求や主張」
（だれからも文句をいわれない「宝物」） で
す 。

障害のある人からの相談で最も大切にしていることは
障害のある人の「人権」です。
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15

どの人の「人権」も誰も侵してはいけません。
何故なら「人権」は産まれながらに人がもって
いるその人の固有の「権利」だからです。
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16

憲法第11条
国民は、全ての基本的人権の享有を妨
げられない。この憲法が国民に保障する
基本的人権は、侵すことのできない永久
の権利として、現在及び将来の国民に与
えられる。
※基本的人権：人間が人間として当然持っている基本的な権利
※享 有：権利、能力、才能など無形のものを生まれなが

らにもっていること。

人権は憲法１１条に規定されています。
「自由権」といわれる憲法12条と
「幸福追求権」といわれる憲法13条
には「公共の福祉」という概念が規定され
ていますが、
憲法14条の平等権とともに、基本的人権
は人の固有の権利として保障されていると
思います。
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障害者「障害者権利条約」も「差別解消法」
も「共生条例」も「人権」が大切であることが
規定されています。

（「共生条例」は「差別解消法」よりも「対象
者や事業者の義務について」厳しい内容
を決めました。）

滋賀県の「障害者差別のない共生社会づくり条例」
（「共生条例」）は、制定時から事業者の合理的
配慮の提供を「義務」としていました。
また、「個人」も対象にしています。
パネル20を参照してください。
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・障害者権利条約
（前文（ｉ）全ての障害者の人権を促進し、及び保護

することが必要である（以下省略）

・差別解消法
第1章総則（目的）
全ての障害者が、障害者でない者と等しく、基本
的人権を享有する個人として（中略）「共生する
社会の実現」に資することを目的とする。

・共生条例（前文）
一人ひとりが基本的人権を享有し、相互に人格と個
性を尊重し合いながら共に生きる社会を実現する

条約（障害者の権利に関する条約）も法律（障害を理由
とする差別の解消に関する法律）
も条例も「人権」について規定しています。
そして、さらに法律と条例は「共生社会の実現」を目的
にしています。
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令和６年度から差別解消法も

事業者の合理的配慮の提供が義務
となりました！！

令和６年度から差別解消法も事業者の「合理的配慮の
提供」が義務となりました。
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障害を理由とする差別の解消（Ｒ元．１０．１全面施行）

20

差別の禁止 合理的配慮の提供

行政機関 法律・条例
法律・条例
（義 務）

民間事業者 法律・条例

法律（努力義務）

※令和 ６年４月義務
条 例（義務）

個 人 条 例 条 例

上乗せ（民間事業者の合理的配慮の提供を義務）・
横出し（個人も規制の対象とした）

合理的配慮の提供するにあたっては、事業者が「過重な
負担」とならないときに提供すればいい
ということになっています。
では、義務になって何が変わったかというと、内閣府の
資料では事業者は合理的配慮の提供に
ついて「真摯に検討」することと解説されています。
しかし、現実的には障害者と事業者の調整する際に障害
者の「人権」とか「差別」とは何かを
事業者に理解していただく熱意が重要だと思っています。

20



よく「差別」なんかしていないといわれますが
障害のある人に対する「差別」は、
「障害を理由とする差別」です。
それは障害のある人が障害がある為に障害
のない人と同じ（権利・利益）を受けられな
いということです。

パネルのとおりです。
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この事例は車いす利用の人がアパートを借りに仲介業者
さんに行ったとき、「バリアフリー
対応の部屋がない」とか、精神に障害のある人の場合は
「大声を出されるのではないか」
とかを心配されて斡旋をしてもらえないことがあります。
そのときには支援者の方から障害の程度や特性を丁寧に
説明していただくことが大切です。
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では「障害」ってなんでしょう！！

では、「障害」とはなんでしょうか。
障害に対する考え方は、「医学モデル」と「社会モデ
ル」という考え方があります。
「医学モデル」は障害はその人固有のものであり、障害
をリハビリなどで改善して
社会に適応させるという考え方です。
「社会モデル」は障害のある人の障害は社会の側にあり、
社会の障壁（バリア）
をなくすことだという考え方です。
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「障害」を理由とする「差別」は社会

にあるバリア（社会的障壁）によって

生まれます。

パネルのとおりです。
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○障害があり車いすを利用している人は階段しかないところでは、
２階には上がれません。
➩これまでは、「障害のある」その人の状態で「障害がある」と
いわれていました。（医学モデル）

階段（かいだん）

25

「障害」（しょうがい）はどこにある？

説明文のとおりです。
これは「医学モデル」の考え方です。
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○エレベーターが設置されていれば、２階に上がれます。

➩実は、「障害がある」のは「障害のあるその人」ではなく、

「障害のある人」が生活している「社会の環境（障壁）」

にあります。（社会モデル）

「障害」（しょうがい）はどこにあった！

これは「社会モデル」の考え方です。
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社会的障壁
（社会にあるバリア）

を考えましょう

社会的障壁は４つの障壁があるといわれます。
次のパネルをみてください。
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（物理的なバリア） （制度のバリア）

（情報バリア） （意識のバリア）

社会にある４つの障壁を考えましょう！！

社会には４つのバリアがあるといわれています。
「物理的バリア」
車いすを利用している人はエレベーターがないと、向か
いのホームに移動できないとかです。
「制度のバリア」
全盲の弁護士さんがおられますが、点字で受験できるま
で何年もかかりました。
「情報のバリア」
聴覚に障害のある人は字幕がないと映画をみても分から
ない。（「口話」で理解される方
もおられますが。）
「意識のバリア」
これが一番難しいバリアです。
障害のある人に対して理解をするということが何より大
切です。
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障害者差別に関して、「合理的配慮」という
大切な考え方があります。
「合理的配慮」を提供するプロセスでは
「建設的対話」が大切です。そのプロセスが
「障害者差別」を解消し、「共生社会の実現」
に繋がります。
※「建設的対話」とは障害のある人と対話
を重ね共に解決策を検討する双方の
やり取りのことをいいます。

障害者差別解消法に規定されている「合理的配慮」は差別解消法第8条２項に「合理的な配慮を
しなければならない」と規定されています。
改正前は「合理的な配慮をするように努めなければならない」と規定されていました。
この規定が令和６年度から改正されました。
合理的配慮は、「障害のある人から現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった
場合において」その実施に伴う負担が過重でないときは提供が義務となりました。
しかし、「過重」かどうかということは、その事業者の状態によって違います。
お手元に配付した資料は

一つは
・障害のある方の特性です
障害のある方の特性の資料にありますように 「障害の種類は様々で、障害によってそれぞれ
特徴があり、その程度も様々です」
そして、実際の相談の場面では、事業者の状況も絡んできます。
そこで、障害のある方も事業者の状況も異なるため、「建設的対話」（相手のことを理解し
て、前向きに対話する）が必要になってきます。

・もう一つは事例です
実際の相談の際には障害のある人の「主訴」や「障害特性」、事業者の「過重な負担」
の考え方など様々です。「建設的対話」を大切にする際の参考にしてください。
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・お蕎麦を食べに車いすを
利用している人がこられま
した。

•でも、お店には、 段差
があって、入れません。

•どうすればいいと思いま
すか。

車いすを利用されている障害のある人が、お蕎麦屋さん
にこられました。
しかし、段差があって入ることができません。
お店のご主人はどうすればいいかなと困っておられます。
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１つの考えは

スロープを置いて段差
をなくすことですね。

（みんな笑顔です。）

•他にもどんなことが
考えられますか？

でももし、こんな簡易スロープなどがあれば車いすのお
店に入ることができます。
他にもいろいろ合理的配慮の提供が考えられます。
例えば、店の外で食べる。店の従業員が車いすを持ち上
げる。
など、前向きに話し合いをすることで解決策が考えられ
ます。
大切なことは、建設的対話をすることだと思います。
そのプロセスが「共生社会の実現」に繋がります。
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では、次のパネルをみてください。

3人兄弟が野球を観戦しています。

パネルのとおりです。
3人兄弟の踏み台の数に注目してください。
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・3人兄弟が野球を観戦しています。でも、一番下と中
の弟は十分見えません。
・そこで、一番上のお兄さんが踏み台を１個づつ配りま
した。（「平等」）
・でも、まだ一番下の弟は見えないので、お兄さんは自
分の踏み台を譲りました。
（「公平」）

これで全員が楽しく野球観戦ができるようになりまし
た。
・４枚目の図はレンガの塀を網にするれば、背の高さに
関係なく、最初からみん

なで楽しく野球観戦ができます。これを「環境の整
備」といいます。

差別解消法では第５条で行政機関と事業者に努力義務
としいます。
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これは「平等」・「公平」の考え方です。
合理的配慮を考えるときに大切な考え方で、
障害のある人に合理的配慮を提供すること
は「平等」ではなく「公平」でなければな
りません。
そして、みんなで野球観戦するほうが
「楽しさ」は3倍です！！

パネルのとおりです。
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合理的配慮の留意点（建設的対話の際に避けるべき考え方）

□ 前例がありません

合理的配慮は個別の状況に応じて柔軟に検討する。前例がないことは断る理由

にはならない。

□ 特別扱いできません

合理的配慮は障害のある人もない人も同じようにできる状況を整えることが目

的であり、「特別扱い」ではない。

□ もしも何かあったら・・・

漠然としたリスクだけでは断る理由にならない。

どのようなリスクが生じ、そのリスク低減のためにどのような対応ができるのか、

具体的に検討する必要がある。

□ 〇〇障害のある人は・・・

同じ障害でも程度などによって適切な配慮が異なるので、ひとくくりにせずに

個別に検討する必要がある。

36

パネルのとおりです。
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相談事例の好事例

① 視覚に障害のある人の相談
障害者用のスイミング施設は自由に泳げる曜
日が限られてい
るので、民間のスポーツクラブで泳ぎたいときに行
きたい。

② 発達に障害のある人の相談
障害（発達障害）のある人が日中作業が終わって
から帰宅する までの時間を近隣のスーパーで
買い物などをして過ごしたい。

これまでいろんな相談に携わってきましたが、建設的対
話を丁寧にして解決した事例を
紹介します。
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建設的対話の内容

（合理的配慮について考えて

ください。）

2つの事例は共に調整に時間がかかった事例です。
でも、相互に理解し合い解決したときはとてもやりがいを感じました。
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① 視覚に障害のある人の相談
⇒最初は入会拒否をされたり、入会する条件に
ヘルパーの同伴を条件にされた。

⇒視覚に障害のある人が「目が見えない」ことが分
かることなど、建設的な話し合い（建設的対話）
がされ、スイミング中の人とぶつからないよう
キャップをかぶることになった。

相談員の仕事についたばかりの頃の相談です。
ある日支援機関の支援者さんから、視覚に障害のある人が街のスイミングプールの通いたいと申し
込みにいったが断られた。これは差別かどうかと連絡があ りました。 最初、私はどこの自治体にも
「障がいのある人を対象とした、スポーツ施設」を整備している。だからそこに行けばいいと思いました。
でも、職場の関係者で話しをした結果
①相談者の意向を丁寧に聴くべきである。

それからどうすればいいのかを話しましょうというアドバイスをいただきました。
②相談者の意向を確認したところ

居住地の障害者スポーツセンターは利用できる日と時間が限られており、家からの移動も交通
機関を利用していかねばならない。（「平等でない」）ということでした。いくつかいきたいスポーツ
クラブをいわれました。

③事業者に受け入れについて調整
・あるスポーツクラブにいって障害のある方が入会したいという意向を伝えました。

が、「にべもなく」断れました。「うちは点字ブロック等視覚障害のある方の設備がない、それを整
備するには過重な負担がかかる」などいわれました。

④ 相談者の意向に添う
「あなたが、入会したいスポーツクラブをいってください。」といい、入会したいところに焦点をあてて
調整しました。
・調整の日までに障害者差別解消法や条例の趣旨の説明、「福祉」の考え方などあらゆる資料

を送付しておきました。
⑤ 事業者と調整

・そのスポーツクラブはその資料を会社で共有され、前向きに考えていただくことになりました。
⑥ 障害のある人と事業者が建設的対話

・具体的に「その視覚障害のある方がうちの施設を見学していただき、一緒に考えましょうと」いって
いただきました。

・結果、受け入れについて相互に確認ができ入会できることになりました。
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② 発達に障害のある人の相談
⇒買い物かごがスーパーの入り口に斜めになっているのが気に
なり、フラットしてしまう。買い物かごを整理していた係の人
から「来るな」と言われた。

⇒建設的な話し合い（建設的対話）により、斜めにしていた買い
物かごを三段階の高さでフラットにして配置。
予めフラットに配置することで、気にならなくなり、三段階の
高さにしたことにより、子どもも買いもかごをとることができ
るようになった。

この相談も、当事者本人からではなく、支援機関の支援者からでした。発達障害のある
方が、生活介護の日中作業が終わってから
近隣のスーパーへ支援者と一緒に家族が帰宅するまで過ごすという日課をこなしていま
した。
スーパーの入り口に買い物かごが斜めに積んであるのが気になり、全部フラットにして
いました。
その買い物かごを整理していた係の人が、その障害のある人に何度いってもわからず、
たまらず「スーパーも来るな」といいました。
これはあきらかに、発達障害を理由として、スーパーの入店を拒否したことは
障害者差別解消法第８条に規定されているように「不当な差別的取扱い」です。
母親はとても怒って、そのスーパーのことをＳＮＳで拡散すると意気込んでいました。
母親の意向は自分が帰宅するまで、その子が過ごす場所がなくなるのはとても困るとい
う思いでした。
それなら、母親にＳＮＳは止めるようにいいました。
話し合いの経過でスーパーの合理的配慮は斜めの買い物かごをフラットにして、買い物
かごを3段の高さにしていただきました。
そこに至るまでに、前の事例と同じように、いろんな資料（発達障害のある人の障害特
性等）を送付し、面談を重ねました。
建設的対話です。
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いろんな配慮は、
障害のある人だけでなく、
すべての人の生活を豊かにすること
繋がります。
↑
その発信は障害のある人の役割が大きいです。

このことは、「社会福祉の父」と呼ばれる糸賀
一雄さんのことば「この子らを世の光に」に通じ
るのではないでしょうか！！

相談を受けたときは、障害のある人、事業者の思いを丁
寧に聴くことに努めています。
相談の基本は障害のある人からの発信です。
そして、その調整の延長線にあるのは、「共生社会の実
現」だと思います。
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合理的配慮で大切なことは、
お互いに相手の人のことを
思うことです！

パネルのとおりです。
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「バリアフリー」は
「ユニバーサルデザイン」
に繋がります。

パネルのとおりです。
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ユニバーサルデザインといえば多様な人々が利用しやすいように設計することです。

「牛乳パックの切れ込み」、「シャンプーのギザギザ」、

「新しいお札の縁には斜めの線」が入っていますが

視覚に障害のある人だけでなく全ての人にとっても

便利ですね。

ユニバーサルデザインとは

ユニバーサルデザインについて、言葉自体は知っていても
何となくのイメージで具体的にどのような物を指すかわか
らないという人も多いと思います。
例えば、これらがユニバーサルデザインに該当する物です。
どこがユニバーサルデザインかわかりますでしょうか。
紙パックの牛乳には、上部にくぼみがついております。
これは視覚障害のある方が他の飲料と区別がつくように
工夫です。
また、シャンプーには側面にきざみが入っており、リンスと
区別がつくようになっております。ちなみに、ボディーソープ
には縦のラインが入っています。
新しくできた紙幣も1万円、5千円、千円の縁にそれぞれ

違った場所にギザギザの斜めせんが入っています。
いずれも障害のない人にも役に立ちます。
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バリアフリーとユニバーサルデザイン

自動ドアの設置

スロープの設置

Before After

フルフラット
(変化なし)

バリアフリー
主に高齢者や障害者を対象として、様々な障壁を取り除いていこうという考え方

ユニバーサルデザイン
すべての人が利用することを前提に様々な障壁を作らないという考え方

ユニバーサルデザインとは

「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」の違いについて
説明します。
「バリアフリー」とは、この左上の絵のように扉の前に障害（段差）
があるので、車いす利用の人が通過できない状況を、スロープを設
置することで、 障害（段差）が取り除かれて通過することができる。
一方で、「ユニバーサルデザイン」では、そもそも障害（段差）をはじ
めから作らないという考え方によるものです。
作る時点から様々な方への配慮が行き届いていれば、バリアフリー
化する必要がそもそもありません。
手間や費用から考えても、これから作るのであれば、ユニバーサル
デザインにこしたことはないと思います。

45



「環境の整備」もユニバーサルデザインの考え方です。
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共生社会は一人ひとりが基本的人権を享有し、
相互に人格と個性を尊重し合いながら
共に生きる社会です。
この考え方はご当地「近江商人の三方よし」
に通じるのではないでしょうか！

滋賀県は古くから近江商人の「三方よし」の考え方があります。また、戦後には近江学園を設立
された糸賀一雄さんの「この子
らを世の光に」の思想があります。
障害のある人が「社会的除去の意思表明」をされることは「ユニバーサルデザイン」に繋がり、
「共生社会の実現」の目的が達成
されるのではないかと思います。
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「三方よし」の考え方！！

図のとおりです。
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アンケートのご協
力お願いします。

おわりに、「共生社会の実現」はまず、みなさんの周りから実現しましょう。
「家族」、「職場」、「地域」などで生活するとき、最初に見ていただいた「絵」や
「やり取り」でモノの見方、考え方を練習していただいたと思います。
困ったことがおきたとき「プラス思考」で「前向き」にモノをみるようにしたとき、
きっとみなさんの周りがそれぞれの人の人権を大切にする「共生社会が実現」
するのではないでしょうか。
※１ パネル３７の①の事例は内閣府「障害を理由とするケーススタディ集」の

Ｐ73に掲載されています。
※２ 配付資料の事例が見にくかったですが、「改正障害者差別解消法

に係る説明会 大河内直之」で検索してください。

49










































































































